
農
工
商
」
を
抽
出
し
日
本
化
し
た
。

綱
吉
は
、
こ
れ
を
ま
ね
て
儒
者
、
医
師
、
僧
侶
の
地
位
を
整
理

し
、
こ
れ
ら
の
身
分
即
ち
階
級
を
明
確
に
し
た
。
こ
の
際
、
林
家

を
重
視
し
、
医
師
を
儒
者
と
僧
侶
の
中
間
に
お
く
よ
う
林
家
が
強

く
将
軍
と
そ
の
側
近
に
働
き
か
け
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
の
集
約
が
元
禄
四
年
四
月
の
湯
島
聖
堂
の
完
成
で
あ
っ
た
。

し
か
し
弘
文
院
死
後
、
林
家
は
衰
退
の
道
を
た
ど
っ
た
。

（
中
西
医
院
）

『
紅
夷
外
科
宗
伝
」
と
そ
の
系
列
に
あ
る
西
洋
外
科
害
の
初
期
模

写
翻
訳
外
科
伝
書
の
治
療
図
及
び
手
術
器
具
の
図
が
パ
レ
の
外
科

全
集
だ
け
で
な
く
、
そ
の
四
○
・
二
％
が
ド
イ
ツ
の
ウ
ル
ム
の
外

科
医
ス
ク
ル
テ
タ
ス
（
］
○
富
目
①
跣
ｏ
号
①
旨
、
一
五
九
五
’
一
六
四
五
）

の
著
書
『
外
科
の
兵
器
庫
シ
［
日
四
日
①
昌
閏
旨
ｇ
ｏ
三
目
低
呂
旦

に
由
来
す
る
事
実
を
指
摘
し
、
す
で
に
報
告
し
た
。

類
似
の
初
期
模
写
翻
訳
外
科
伝
書
と
し
て
「
紅
夷
流
道
具
集
解

総
図
式
』
と
『
阿
藺
陀
流
外
科
道
具
書
」
と
い
う
、
書
名
は
異
な

る
が
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
を
も
っ
た
系
列
の
写
本
、
巻
子
が
存
在
し

て
い
る
。

そ
の
内
容
は
西
洋
外
科
手
術
器
具
の
模
写
図
と
簡
単
な
説
明
が

皿
『
紅
夷
流
道
具
集
解
総
図
式
」
成
立
へ
の

ス
ク
ル
テ
タ
ス
＄
の
号
の
日
⑫
）
の
外
科
書
（
ど
日
四
国
‐

ｇ
国
営
目
・
冨
自
四
白
目
）
と
パ
レ
弓
閏
ｅ
外
科
全
集
ｅ
の

○
三
再
匡
胃
唱
の
の
冒
堅
の
○
壱
の
再
画
く
四
国
昌
一
①
二
の
三
ぽ
『
宍
①
Ｐ
Ｐ
の
⑰

○
の
巨
弓
①
の
号
冨
弓
．
シ
ョ
言
日
の
①
國
邑
の
影
響

蒲
原
宏

(48） 48



附
さ
れ
て
い
る
。

何
れ
も
模
写
年
月
日
、
筆
録
者
名
を
欠
き
、
正
確
な
成
立
年
代

を
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
現
在
の
と
こ
ろ
「
紅
夷
流
道
具
集
解

総
図
式
』
は
二
部
存
在
し
、
若
林
正
治
氏
所
蔵
の
一
本
は
冊
子
で

宗
田
一
氏
に
よ
り
一
九
七
八
年
に
発
見
さ
れ
、
全
文
が
『
図
録
日

本
医
事
文
化
史
料
集
成
」
第
三
巻
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
「
通
詞
系

外
科
書
で
あ
ろ
う
」
と
推
定
報
告
さ
れ
て
い
る
。

他
の
一
巻
は
佐
賀
県
諫
早
市
菅
原
柳
二
氏
所
蔵
で
、
一
九
九
○

年
「
諫
早
医
史
」
編
纂
に
際
し
、
永
松
親
子
氏
に
よ
り
発
掘
さ
れ
、

酒
井
シ
ヅ
氏
に
よ
り
「
通
詞
系
外
科
書
と
考
え
ら
れ
、
国
①
冒
囚
外

科
書
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
推
定
報
告
さ
れ
て
い
る
。

同
一
内
容
の
冊
子
本
「
阿
藺
陀
流
外
科
道
具
聿
旦
は
、
故
大
矢

全
節
氏
の
旧
蔵
本
で
あ
り
、
す
で
に
大
矢
氏
の
大
著
「
世
界
泌
尿

器
科
学
史
」
（
皮
膚
泌
尿
器
科
学
大
系
第
一
巻
第
一
冊
、
一
九
三
八
年
、

南
江
堂
刊
）
三
六
五
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、
何
れ
も
由
来
原
典

に
つ
い
て
は
推
測
の
域
を
出
て
い
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
写
本
に
図
示
さ
れ
て
い
る
手
術
器
具
と
『
紅
夷
外
科
宗

伝
」
系
列
の
図
巻
、
冊
子
に
図
説
さ
れ
て
い
る
手
術
器
具
が
全
く

同
一
の
も
の
が
多
く
存
在
す
る
の
で
、
パ
レ
外
科
全
集
、
ス
ク
ル

テ
タ
ス
外
科
害
原
典
記
載
の
手
術
器
具
と
比
較
検
討
を
行
っ
た
。

若
林
本
は
六
八
種
一
四
六
具
、
菅
原
家
本
は
六
九
種
一
四
七
種

で
あ
り
、
手
術
器
具
に
一
種
一
具
の
差
が
あ
っ
た
。

「
紅
夷
流
道
具
集
解
総
図
式
」
若
林
本
で
は
一
四
六
具
の
う
ち

一
二
五
具
（
八
五
・
六
％
）
が
ス
ク
ル
テ
タ
ス
外
科
書
か
ら
、
一
四

具
（
九
・
六
％
）
が
パ
レ
外
科
全
集
か
ら
の
引
用
図
で
あ
っ
た
。
由

来
不
明
の
も
の
は
七
具
（
四
・
八
％
）
に
見
ら
れ
た
。

菅
原
本
で
は
一
四
七
具
の
う
ち
一
二
四
具
（
八
四
・
四
％
）
が
ス

ク
ル
テ
タ
ス
外
科
書
か
ら
引
用
筆
写
さ
れ
た
手
術
器
具
で
あ
っ
た
。

パ
レ
外
科
全
集
か
ら
は
一
五
具
（
一
○
・
二
％
）
が
引
用
模
写
さ
れ

て
お
り
、
由
来
不
明
の
手
術
器
具
お
よ
び
そ
の
他
の
器
具
が
八
具

（
五
・
四
％
）
に
見
ら
れ
た
。

キ
リ
ス
テ
イ
ル
（
【
ご
農
①
計
）
の
膣
灌
注
用
は
パ
レ
外
科
全
集
か

ら
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
直
腸
用
は
ス
ク
ル
テ
タ
ス
外
科
書
か
ら

と
い
う
よ
う
に
区
別
し
て
引
用
模
写
さ
れ
て
い
る
。

膝
関
節
支
持
矯
正
装
具
、
肘
関
節
支
持
治
療
装
具
、
脊
椎
（
柱
）

支
持
治
療
装
具
は
全
て
ス
ク
ル
テ
タ
ス
の
外
科
書
か
ら
の
引
用
で

あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
原
典
の
由
来
が
不
明
の
も
の
は
、
ラ
ン

セ
イ
タ
ッ
ト
、
シ
ケ
ー
ル
メ
ス
、
セ
シ
メ
ス
、
ヘ
ス
ガ
ラ
ー
ス
（
国
の
哩
閉
）
、
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ス
ク
ル
テ
タ
ス
外
科
書
由
来
の
手
術
器
具
に
オ
ラ
ン
ダ
語
の
発

音
を
片
仮
名
で
付
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、
そ
の
オ
ラ
ン

ダ
語
版
を
直
接
見
て
模
写
す
る
事
の
で
き
た
立
場
の
人
た
ち
、
即

ち
通
詞
外
科
系
の
誰
れ
か
が
模
写
し
た
作
品
で
あ
る
確
率
は
高
い
。

矯
正
器
具
の
説
明
を
原
文
と
対
比
し
て
み
る
と
、
当
時
と
し
て

は
高
度
の
語
学
力
の
あ
る
人
が
関
わ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
パ
レ

の
外
科
の
受
容
と
と
も
に
ド
イ
ツ
の
ス
ク
ル
テ
タ
ス
の
外
科
の
受

容
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
に
ハ
イ
ス
テ
ル
の
外
科
が
受
容
さ
れ
た
。

日
本
に
お
け
る
西
洋
外
科
の
受
容
の
過
程
に
つ
い
て
考
え
な
お
さ

拠
は
発
見
で
き
な
い
。

セ
パ
レ
ー
ル
メ
ル
、
テ
イ
ヶ
ン
な
ど
が
あ
り
、
今
後
の
調
査
を
必

要
と
す
る
。

ス
ク
ル
テ
タ
ス
外
科
書
の
手
術
器
具
の
図
版
か
ら
の
引
用
模
写

数
が
八
四
・
四
％
乃
至
八
五
・
五
％
と
圧
倒
的
に
高
率
で
あ
る
こ

と
は
、
ス
ク
ル
テ
タ
ス
の
著
作
が
、
パ
レ
の
著
作
よ
り
も
、
図
版

が
豊
富
で
美
し
く
、
大
き
く
描
写
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
理
解
し
易

か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
確
か
に
存
在
し

た
筈
の
江
戸
期
に
輸
入
さ
れ
た
ス
ク
ル
テ
タ
ス
の
外
科
書
少
尉
‐

日
四
ョ
①
。
ｓ
『
旨
日
ｏ
三
目
目
８
日
が
日
本
国
内
に
残
存
し
て
い
る
証

せ
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
『
紅
夷
流
道
具
集
解
総
図
式
』
の
価
値

と
意
義
と
再
認
識
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
最
初
の
原
図
は
「
紅

夷
外
科
宗
伝
」
『
金
瘡
跣
撲
療
法
之
害
』
な
ど
の
成
っ
た
一
八
世
紀

前
半
期
に
成
立
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
定
さ
れ
る
。

ス
ク
ル
テ
タ
ス
の
外
科
害
の
わ
が
国
へ
の
輸
入
と
受
容
に
つ
い
て

の
関
心
を
喚
起
す
る
た
め
に
敢
て
こ
の
報
告
を
行
っ
た
。

（
新
潟
大
学
）
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